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1 漁況

昭和59年 1 月 ~10月の間における沿岸重要魚種漁獲量(県統計)は 346 ， 687.4 トンで，昨年同

期 (385，230.4トン)の90%であった。なお対象魚種別の漁獲量は以下のとおりである。

(1 )マイ ワ シ:漁獲量 248，100トンで，昨年同期(273，314目6トン〉の91%

(2) ウルメイワシ:昭和36年以降漸減状態にあり，昭和55年以降は皆無。

(3) カタクチイワシ:漁獲量 116.2トンで，昨年同期 (64トン)の1.8倍。

(4) マ ア ジ:漁獲量 0.2トンで，昨年同期¥0.1トン)の 2倍。

(5) スルメイカ:漁獲量70.810トンで，昨年同期 (61，197.8トン〕の1.1倍。

(6) マ サ ノミ:漁獲量50，倒トンで，昨年同期 (20，a74トン〕の 2.5倍

2. 魚体調査

青森市後潟の小型定置網における漁獲量を対象に調査した。

(1)マイワシ

体長は9.5-22.0仰の範囲で，最大モードは4・5・10・11月の17.0cm，最小モードは12月

のl1.5cmであった。体重及び肥満度はそれぞれ10~ 105 {} ， 8. 5 ~ 15. 0の範囲にあった。年令

は 5~6 月に雌雄とも 3~4 才魚が出現したが，これ以外では 2 才魚が主体であった。なお最

高は11月にみられる 5才魚であった。

(2) カタクチイワシ

体長は 6.0~ 14.5cmの範囲で，最大モードは 7月の 12.0cm，最小モードは9月の 7.5cmであ

った。体重及び肥満度はそれぞれ 59 未満~ 359， 8.5 ~ 15.0の範囲にあった。年令は 7~8

月は 2~3 才魚， 9月は 1才魚であった。

(3) マ サノミ

体長(尾文長)は 11.0~29. 0 cmの範囲で，最大モードは 8月の 24.0cm，最小モードは9月の

15.0cmであった。体重及び肥満度はそれぞれ 1ト ZlO9， 9.5 ~15.5の範囲にあり，また年令

は 1~2 才魚の範囲にあった。

(4) マアジ・スルメイカ

マアジは調査日に漁獲がなく，スルメイカもまとまった漁がなかったため調査できなかった。
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